
日
野
歴
史
探
訪

　
私
た
ち
の
住
む
日
野
町
に
は
、
52
の
大
字
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
温
故
知
新
で
は
、
町
内
各
大
字
の
歴
史
と
代
表
的
な
文
化
財
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館「
旧
山
中
正
吉
邸
」
　☎
0
7
4
8-

5
2-

0
0
0
8

大
字
蔵ざ

王お

う

　
日
野
町
の
東
、
日
野
谷
の
平
地
と
綿
向
山

に
連
な
る
山
地
の
境
に
位
置
す
る
大
字
蔵
王

は
、
明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
の
町
村
合
併

に
伴
っ
て
成
立
し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
は
異
な
る
村
と
し
て
北
蔵
王

村
と
南
蔵
王
村
に
分
か
れ
、
領
主
も
そ
れ
ぞ

れ
別
に
推
移
し
、
明
治
時
代
を
迎
え
て
い
ま

す
。
そ
の
領
域
は
、
日
野
川
の
源
流
が
山
地

に
入
る
袋
状
の
谷
間
に
ま
と
ま
っ
て
い
て
、

村
の
形
か
ら
も
元
は
一
つ
の
村
で
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
（『
滋
賀
県
の
地
名
』）。

金き

ん

峯ぷ

神じ

ん

社じ

ゃ

と
修し

ゅ

験げ

ん

　
蔵
王
と
い
う
地
名
は
、
金
峯
神
社
（
蔵ざ

王お
う

権ご
ん

現げ
ん

社し
ゃ

）
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

金
峯
神
社
は
、
綿
向
山
修
験
に
関
連
し
、
延え

ん

慶き
ょ
う

元
（
１
３
０
８
）
年
に
吉
野
・
大お

お

峰み
ね

地
域

の
修
験
の
本
山
で
あ
る
金き

ん

峯ぷ

山せ
ん

寺じ

〈
奈
良
県

吉
野
町
〉
で
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
蔵
王
大
権
現

の
分ぶ

ん

霊れ
い

を
勧か

ん

請じ
ょ
うし
た
も
の
と
伝
わ
り
ま
す

（「
近お

う
み江
與よ

地ち

志し

略り
ゃ
く」）。

　
綿
向
山
修
験
が
盛
ん
で
あ
っ
た
中
世
に
は
、

大
字
熊
野
や
大
字
西
明
寺
と
と
も
に
北
蔵
王

村
の
金
峯
神
社
が
山
岳
信
仰
の
拠
点
と
し
て

広
く
信
仰
を
集
め
た
と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
古
く
は
蔵
王
堂
と
も
称
さ
れ
た
金

峯
神
社
は
、
15
世
紀
末
に
蒲が

も
う生
貞さ

だ

秀ひ
で

が
音
羽

城
に
居
城
を
移
し
た
後
は
、
音
羽
城
に
関
連

す
る
軍
事
的
な
役
割
を
も
つ
拠
点
で
あ
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
、
蒲
生
家
と
の
結
び
つ
き
を

深
め
た
よ
う
で
す
。

　
文ぶ

ん

亀き

３
（
１
５
０
３
）
年
の
音
羽
城
合
戦

で
は
、
４
月
21
日
に
蔵
王
堂
に
も
兵へ

い

火か

が
放

た
れ
た
（「
馬
見
岡
綿
向
神
社
文
書
」）
と
の

記
録
も
あ
り
ま
す
。

蔵
王
の
米こ

め

石い

し

と
石
造
品

　
日
野
町
内
に
残
る
中
世
の
優
れ
た
石
造
品

に
用
い
ら
れ
て
い
る
石
材
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
米
石
と
呼
ば
れ
る
細さ

い

粒り
ゅ
う

黒く
ろ

雲う
ん

母も

花か

崗こ
う

岩が
ん

で
す
。
湖
東
地
域
を
中
心
に
広
く
流
通
し
た

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
中
世
の
蔵
王
は
、
そ
の

米
石
の
産
出
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
米
石
は
、
硬
質
で
石
の
肌
が
細
や
か
な
た

め
表
面
が
大
き
く
傷
ま
ず
細
か
い
細
工
が
可

能
で
、
風
化
し
に
く
い
な
ど
の
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
産
出
場
所
は
、
日
野
川
の
支
流
で
あ

る
勝か

っ
て手
谷だ

に

川が
わ

の
谷
筋
「
か
っ
た
い
谷
」
が
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
蔵
王
ダ
ム
に

よ
り
水
没
し
て
い
ま
す
。

　
日
野
川
に
架
か
る
米
石
橋
の
左
岸
沿
い
に

平
坦
地
が
あ
り
、
通
称
「
イ
シ
ノ
ト
リ
コ
バ

（
石
の
取
り
小
場
）」
と
い
う
採
石
地
が
あ
っ

た
と
伝
わ
る
こ
と
や
、
中
世
石
造
品
の
未
成

品
や
失
敗
品

な
ど
が
当
地

に
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
か

ら
、
大
字
蔵

王
を
拠
点
と

し
て
「
蔵
王

の
石
大
工
」

と
呼
ば
れ
る

集
団
が
活
動

し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
室
町
時
代
後
期
に
な
る
と
、
蔵
王
で
の

石
造
品
生
産
が
急
速
に
衰
退
し
、
安あ

ん

政せ
い

５

（
１
８
５
８
）
年
銘
の
金
峯
神
社
の
手

ち
ょ
う

水ず

鉢ば
ち

を

例
外
と
し
て
、
米
石
の
使
用
は
な
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
蔵
王
に
残
る
代
表
的
な
石
造
品
と
し
て
、

臨
済
宗
永
源
寺
派
寂じ

ゃ
く

照し
ょ
う

寺じ

〈
蔵
王
〉
境
内
の

薬
師
堂
前
に
石
造
宝ほ

う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

と
約
２
メ
ー
ト

ル
隔
て
て
並
ぶ
石
造
宝ほ

う

塔と
う

が
あ
り
ま
す
。

　
石
造
宝
篋
印
塔
は
、
も
と
も
と
金
峯
神
社

の
参
道
入
口
に
あ
り
ま
し
た
が
、
道
路
の
拡

張
工
事
に
よ
り
大
正
３
（
１
９
１
４
）
年
に

現
在
地
に
移
り
、
昭
和
36
（
１
９
６
１
）
年
、

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

石
造
宝
塔
は
、
昭
和
37
（
１
９
６
２
）
年
、

町
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
両
者

と
も
鎌
倉
時
代
後
期
の
作
品
で
、
町
内
で
も

古
い
時
代
の
石
造
品
で
す
。

蔵
王
行
者
講 

柴さ
い
燈と
う
大お
お
護ご

摩ま

供く（
令
和
６
年
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
　建
設
計
画
課
　都
市
計
画
担
当
　☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
6
7

◆
問
い
合
わ
せ
先
　農
林
課
　農
林
振
興
担
当
　☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
6
3

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
令
和
７
年
度
　
第
２
回
町
営
住
宅
入
居
者
募

集
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
　

　
８
月
４
日（
月
）～
８
月
22
日（
金
）

募
集
団
地

•
第
２
内
池
団
地（
内
池
１
５
２
番
地
）

　
昭
和
63
年
築（
P
C
造
３
階
建
）３
D
K

•
西
山
団
地（
豊
田
２
０
５
番
地
23
）

　
昭
和
60
年
築（
P
C
造
２
階
建
）３
D
K

入
居
資
格

　
次
の
①
～
⑦
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①�

町
内
に
居
住
し
て
い
る
ま
た
は
勤
務
地
を

有
し
て
い
る
こ
と（
３
か
月
以
上
）

②�

持
ち
家（
共
有
名
義
を
含
む
）が
な
く
、住

宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

③�

税・公
共
料
金
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

④�

現
に
同
居
し
、ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
い
る
こ
と

　
※�

た
だ
し
、次
の
⑴
～
⑹
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
は
単
身
で
も
入
居
で
き
ま
す
。

　
　
⑴
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

　
　
⑵
60
歳
以
上
の
方

　
　
⑶�
身
体
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程
度
が

１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
方

　
　
⑷�

精
神
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程
度
が

１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
方

　
　
⑸�

知
的
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程
度
が

精
神
障
が
い
の
程
度
に
相
当
す
る
方

　
　
⑹
D
V
被
害
者
に
該
当
す
る
方
　

⑤��

１
か
月
あ
た
り
の
収
入
が
定
め
ら
れ
た
基

準
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
連
帯
保
証
人（
２
名
）を
た
て
ら
れ
る
こ
と

⑦�

申
込
者
お
よ
び
同
居
親
族
が
反
社
会
的
勢

力
に
属
さ
な
い
こ
と

月
額
家
賃

　
入
居
者
の
収
入
お
よ
び
住
宅
の
諸
条
件
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

入
居
可
能
予
定
日

　
令
和
７
年
10
月
中
旬

今
後
の
募
集
予
定

　
令
和
７
年
度
の
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
は

次
の
と
お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

第
３
回
　
令
和
７
年
11
月
４
日（
火
）

�

～
11
月
21
日（
金
）

第
４
回
　
令
和
８
年
２
月
９
日（
月
）

�

～
２
月
27
日（
金
）

※�

入
居
者
の
入
退
去
、住
宅
の
状
況
等
に
よ
り
募

集
団
地
の
変
更
等
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

戸
数
・
規
格
・
家
賃
の
詳

細
・
最
新
の
情
報
は
、町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

町ホームページ

　
新
た
に
森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
場
合
は
森
林
法
の
規
定
に
よ
り
、
土

　
新
た
に
森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
場
合
は
森
林
法
の
規
定
に
よ
り
、
土

地
の
所
在
す
る
市
町
村
に
届
出
が
必
要
で
す
。

地
の
所
在
す
る
市
町
村
に
届
出
が
必
要
で
す
。

○
届
出
の
対
象
と
な
る
森
林

○
届
出
の
対
象
と
な
る
森
林

　　  

　
都
道
府
県
が
策
定
す
る
地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
森
林

　
都
道
府
県
が
策
定
す
る
地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
森
林

で
す
。

で
す
。

　　  

　
登
記
上
の
地
目
に
よ
ら
ず
、
取
得
し
た
土
地
が
森
林
の
状
態
と
な
っ

　
登
記
上
の
地
目
に
よ
ら
ず
、
取
得
し
た
土
地
が
森
林
の
状
態
と
な
っ

て
い
る
場
合
に
は
、
届
出
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
高
い
の
で
ご
注
意

て
い
る
場
合
に
は
、
届
出
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
高
い
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

　　  

　
日
野
町
内
で
対
象
と
な
る
区
域
は
、
滋
賀
県
の

　
日
野
町
内
で
対
象
と
な
る
区
域
は
、
滋
賀
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
森
林
計
画
図

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
森
林
計
画
図

で
確
認
で
き
ま
す
。

で
確
認
で
き
ま
す
。

○
届
出
の
対
象
者

○
届
出
の
対
象
者

　　  

　
個
人
、
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り
、
森
林
の
土
地

　
個
人
、
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り
、
森
林
の
土
地

を
新
た
に
取
得
さ
れ
た
方

を
新
た
に
取
得
さ
れ
た
方

　
※
国
土
利
用
計
画
法
に
よ
る
届
出
を
行
っ
た
場
合
は
除
き
ま
す
。

　
※
国
土
利
用
計
画
法
に
よ
る
届
出
を
行
っ
た
場
合
は
除
き
ま
す
。

○
届
出
の
期
間

○
届
出
の
期
間

　　  

　
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら

　
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
9090
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の

日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の

あ
る
市
町
村
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
る
市
町
村
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
届
出
書
類

○
届
出
書
類

　　••

森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
書

森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
書

　　••

公
図
の
写
し
な
ど
、
そ
の
森
林
の
土
地
の
位
置
が
分
か
る
図
面

公
図
の
写
し
な
ど
、
そ
の
森
林
の
土
地
の
位
置
が
分
か
る
図
面

　　••
  

土
地
の
登
記
事
項
証
明
書
の
写
し
な
ど
、
そ
の
森
林
の
土
地
の
取
得

土
地
の
登
記
事
項
証
明
書
の
写
し
な
ど
、
そ
の
森
林
の
土
地
の
取
得

理
由
、
取
得
年
月
日
が
分
か
る
書
類

理
由
、
取
得
年
月
日
が
分
か
る
書
類

　
そ
の
他
、
詳
細
は
農
林
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
詳
細
は
農
林
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

森
林
を
取
得
し
た
場
合
は

 

届
出
が
必
要
で
す滋賀県滋賀県

ホームページホームページ

米
石
製
の
五
輪
塔
未
成
品
〈
蔵
王
〉
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日
野
歴
史
探
訪

　
私
た
ち
の
住
む
日
野
町
に
は
、
52
の
大
字
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
温
故
知
新
で
は
、
町
内
各
大
字
の
歴
史
と
代
表
的
な
文
化
財
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館「
旧
山
中
正
吉
邸
」
　☎
0
7
4
8-

5
2-

0
0
0
8

大
字
蔵ざ

王お

う

　
日
野
町
の
東
、
日
野
谷
の
平
地
と
綿
向
山

に
連
な
る
山
地
の
境
に
位
置
す
る
大
字
蔵
王

は
、
明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
の
町
村
合
併

に
伴
っ
て
成
立
し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
は
異
な
る
村
と
し
て
北
蔵
王

村
と
南
蔵
王
村
に
分
か
れ
、
領
主
も
そ
れ
ぞ

れ
別
に
推
移
し
、
明
治
時
代
を
迎
え
て
い
ま

す
。
そ
の
領
域
は
、
日
野
川
の
源
流
が
山
地

に
入
る
袋
状
の
谷
間
に
ま
と
ま
っ
て
い
て
、

村
の
形
か
ら
も
元
は
一
つ
の
村
で
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
（『
滋
賀
県
の
地
名
』）。

金き

ん

峯ぷ

神じ

ん

社じ

ゃ

と
修し

ゅ

験げ

ん

　
蔵
王
と
い
う
地
名
は
、
金
峯
神
社
（
蔵ざ

王お
う

権ご
ん

現げ
ん

社し
ゃ

）
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

金
峯
神
社
は
、
綿
向
山
修
験
に
関
連
し
、
延え

ん

慶き
ょ
う

元
（
１
３
０
８
）
年
に
吉
野
・
大お

お

峰み
ね

地
域

の
修
験
の
本
山
で
あ
る
金き

ん

峯ぷ

山せ
ん

寺じ

〈
奈
良
県

吉
野
町
〉
で
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
蔵
王
大
権
現

の
分ぶ

ん

霊れ
い

を
勧か

ん

請じ
ょ
うし
た
も
の
と
伝
わ
り
ま
す

（「
近お

う
み江
與よ

地ち

志し

略り
ゃ
く」）。

　
綿
向
山
修
験
が
盛
ん
で
あ
っ
た
中
世
に
は
、

大
字
熊
野
や
大
字
西
明
寺
と
と
も
に
北
蔵
王

村
の
金
峯
神
社
が
山
岳
信
仰
の
拠
点
と
し
て

広
く
信
仰
を
集
め
た
と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
古
く
は
蔵
王
堂
と
も
称
さ
れ
た
金

峯
神
社
は
、
15
世
紀
末
に
蒲が

も
う生
貞さ

だ

秀ひ
で

が
音
羽

城
に
居
城
を
移
し
た
後
は
、
音
羽
城
に
関
連

す
る
軍
事
的
な
役
割
を
も
つ
拠
点
で
あ
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
、
蒲
生
家
と
の
結
び
つ
き
を

深
め
た
よ
う
で
す
。

　
文ぶ

ん

亀き

３
（
１
５
０
３
）
年
の
音
羽
城
合
戦

で
は
、
４
月
21
日
に
蔵
王
堂
に
も
兵へ

い

火か

が
放

た
れ
た
（「
馬
見
岡
綿
向
神
社
文
書
」）
と
の

記
録
も
あ
り
ま
す
。

蔵
王
の
米こ

め

石い

し

と
石
造
品

　
日
野
町
内
に
残
る
中
世
の
優
れ
た
石
造
品

に
用
い
ら
れ
て
い
る
石
材
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
米
石
と
呼
ば
れ
る
細さ

い

粒り
ゅ
う

黒く
ろ

雲う
ん

母も

花か

崗こ
う

岩が
ん

で
す
。
湖
東
地
域
を
中
心
に
広
く
流
通
し
た

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
中
世
の
蔵
王
は
、
そ
の

米
石
の
産
出
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
米
石
は
、
硬
質
で
石
の
肌
が
細
や
か
な
た

め
表
面
が
大
き
く
傷
ま
ず
細
か
い
細
工
が
可

能
で
、
風
化
し
に
く
い
な
ど
の
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
産
出
場
所
は
、
日
野
川
の
支
流
で
あ

る
勝か

っ
て手
谷だ

に

川が
わ

の
谷
筋
「
か
っ
た
い
谷
」
が
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
蔵
王
ダ
ム
に

よ
り
水
没
し
て
い
ま
す
。

　
日
野
川
に
架
か
る
米
石
橋
の
左
岸
沿
い
に

平
坦
地
が
あ
り
、
通
称
「
イ
シ
ノ
ト
リ
コ
バ

（
石
の
取
り
小
場
）」
と
い
う
採
石
地
が
あ
っ

た
と
伝
わ
る
こ
と
や
、
中
世
石
造
品
の
未
成

品
や
失
敗
品

な
ど
が
当
地

に
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
か

ら
、
大
字
蔵

王
を
拠
点
と

し
て
「
蔵
王

の
石
大
工
」

と
呼
ば
れ
る

集
団
が
活
動

し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
室
町
時
代
後
期
に
な
る
と
、
蔵
王
で
の

石
造
品
生
産
が
急
速
に
衰
退
し
、
安あ

ん

政せ
い

５

（
１
８
５
８
）
年
銘
の
金
峯
神
社
の
手

ち
ょ
う

水ず

鉢ば
ち

を

例
外
と
し
て
、
米
石
の
使
用
は
な
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
蔵
王
に
残
る
代
表
的
な
石
造
品
と
し
て
、

臨
済
宗
永
源
寺
派
寂じ

ゃ
く

照し
ょ
う

寺じ

〈
蔵
王
〉
境
内
の

薬
師
堂
前
に
石
造
宝ほ

う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

と
約
２
メ
ー
ト

ル
隔
て
て
並
ぶ
石
造
宝ほ

う

塔と
う

が
あ
り
ま
す
。

　
石
造
宝
篋
印
塔
は
、
も
と
も
と
金
峯
神
社

の
参
道
入
口
に
あ
り
ま
し
た
が
、
道
路
の
拡

張
工
事
に
よ
り
大
正
３
（
１
９
１
４
）
年
に

現
在
地
に
移
り
、
昭
和
36
（
１
９
６
１
）
年
、

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

石
造
宝
塔
は
、
昭
和
37
（
１
９
６
２
）
年
、

町
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
両
者

と
も
鎌
倉
時
代
後
期
の
作
品
で
、
町
内
で
も

古
い
時
代
の
石
造
品
で
す
。

蔵
王
行
者
講 
柴さ
い
燈と
う
大お
お
護ご

摩ま

供く（
令
和
６
年
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
　建
設
計
画
課
　都
市
計
画
担
当
　☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
6
7

◆
問
い
合
わ
せ
先
　農
林
課
　農
林
振
興
担
当
　☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
6
3

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
令
和
７
年
度
　
第
２
回
町
営
住
宅
入
居
者
募

集
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
　

　
８
月
４
日（
月
）～
８
月
22
日（
金
）

募
集
団
地

•
第
２
内
池
団
地（
内
池
１
５
２
番
地
）

　
昭
和
63
年
築（
P
C
造
３
階
建
）３
D
K

•
西
山
団
地（
豊
田
２
０
５
番
地
23
）

　
昭
和
60
年
築（
P
C
造
２
階
建
）３
D
K

入
居
資
格

　
次
の
①
～
⑦
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①�

町
内
に
居
住
し
て
い
る
ま
た
は
勤
務
地
を

有
し
て
い
る
こ
と（
３
か
月
以
上
）

②�

持
ち
家（
共
有
名
義
を
含
む
）が
な
く
、住

宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

③�

税・公
共
料
金
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

④�

現
に
同
居
し
、ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
い
る
こ
と

　
※�

た
だ
し
、次
の
⑴
～
⑹
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
は
単
身
で
も
入
居
で
き
ま
す
。

　
　
⑴
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

　
　
⑵
60
歳
以
上
の
方

　
　
⑶�

身
体
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程
度
が

１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
方

　
　
⑷�

精
神
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程
度
が

１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
方

　
　
⑸�

知
的
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程
度
が

精
神
障
が
い
の
程
度
に
相
当
す
る
方

　
　
⑹
D
V
被
害
者
に
該
当
す
る
方
　

⑤��

１
か
月
あ
た
り
の
収
入
が
定
め
ら
れ
た
基

準
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
連
帯
保
証
人（
２
名
）を
た
て
ら
れ
る
こ
と

⑦�

申
込
者
お
よ
び
同
居
親
族
が
反
社
会
的
勢

力
に
属
さ
な
い
こ
と

月
額
家
賃

　
入
居
者
の
収
入
お
よ
び
住
宅
の
諸
条
件
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

入
居
可
能
予
定
日

　
令
和
７
年
10
月
中
旬

今
後
の
募
集
予
定

　
令
和
７
年
度
の
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
は

次
の
と
お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

第
３
回
　
令
和
７
年
11
月
４
日（
火
）

�

～
11
月
21
日（
金
）

第
４
回
　
令
和
８
年
２
月
９
日（
月
）

�

～
２
月
27
日（
金
）

※�

入
居
者
の
入
退
去
、住
宅
の
状
況
等
に
よ
り
募

集
団
地
の
変
更
等
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

戸
数
・
規
格
・
家
賃
の
詳

細
・
最
新
の
情
報
は
、町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

町ホームページ

　
新
た
に
森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
場
合
は
森
林
法
の
規
定
に
よ
り
、
土

　
新
た
に
森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
場
合
は
森
林
法
の
規
定
に
よ
り
、
土

地
の
所
在
す
る
市
町
村
に
届
出
が
必
要
で
す
。

地
の
所
在
す
る
市
町
村
に
届
出
が
必
要
で
す
。

○
届
出
の
対
象
と
な
る
森
林

○
届
出
の
対
象
と
な
る
森
林

　　  

　
都
道
府
県
が
策
定
す
る
地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
森
林

　
都
道
府
県
が
策
定
す
る
地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
森
林

で
す
。

で
す
。

　　  

　
登
記
上
の
地
目
に
よ
ら
ず
、
取
得
し
た
土
地
が
森
林
の
状
態
と
な
っ

　
登
記
上
の
地
目
に
よ
ら
ず
、
取
得
し
た
土
地
が
森
林
の
状
態
と
な
っ

て
い
る
場
合
に
は
、
届
出
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
高
い
の
で
ご
注
意

て
い
る
場
合
に
は
、
届
出
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
高
い
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

　　  

　
日
野
町
内
で
対
象
と
な
る
区
域
は
、
滋
賀
県
の

　
日
野
町
内
で
対
象
と
な
る
区
域
は
、
滋
賀
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
森
林
計
画
図

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
森
林
計
画
図

で
確
認
で
き
ま
す
。

で
確
認
で
き
ま
す
。

○
届
出
の
対
象
者

○
届
出
の
対
象
者

　　  

　
個
人
、
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り
、
森
林
の
土
地

　
個
人
、
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り
、
森
林
の
土
地

を
新
た
に
取
得
さ
れ
た
方

を
新
た
に
取
得
さ
れ
た
方

　
※
国
土
利
用
計
画
法
に
よ
る
届
出
を
行
っ
た
場
合
は
除
き
ま
す
。

　
※
国
土
利
用
計
画
法
に
よ
る
届
出
を
行
っ
た
場
合
は
除
き
ま
す
。

○
届
出
の
期
間

○
届
出
の
期
間

　　  

　
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら

　
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
9090
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の

日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の

あ
る
市
町
村
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
る
市
町
村
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
届
出
書
類

○
届
出
書
類

　　••

森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
書

森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
書

　　••

公
図
の
写
し
な
ど
、
そ
の
森
林
の
土
地
の
位
置
が
分
か
る
図
面

公
図
の
写
し
な
ど
、
そ
の
森
林
の
土
地
の
位
置
が
分
か
る
図
面

　　••
  

土
地
の
登
記
事
項
証
明
書
の
写
し
な
ど
、
そ
の
森
林
の
土
地
の
取
得

土
地
の
登
記
事
項
証
明
書
の
写
し
な
ど
、
そ
の
森
林
の
土
地
の
取
得

理
由
、
取
得
年
月
日
が
分
か
る
書
類

理
由
、
取
得
年
月
日
が
分
か
る
書
類

　
そ
の
他
、
詳
細
は
農
林
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
詳
細
は
農
林
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

森
林
を
取
得
し
た
場
合
は

 

届
出
が
必
要
で
す滋賀県滋賀県

ホームページホームページ

米
石
製
の
五
輪
塔
未
成
品
〈
蔵
王
〉
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